
「第七の封印が開かれる」          2019 年 08 月 23 日 

ヨハネの黙示録 8 章 1 節～7 節 小羊が第七の封印を開いたとき、天は半時間ほど沈 

黙に包まれた。そして、わたしは七人の天使が神の御前に立っているのを見た。彼らには

七つのラッパが与えられた。また、別の天使が来て、手に金の香炉を持って祭壇のそばに

立つと、この天使に多くの香が渡された。すべての聖なる者たちの祈りに添えて、玉座の

前にある金の祭壇に献げるためである。香の煙は、天使の手から、聖なる者たちの祈りと

共に神の御前へ立ち上った。それから、天使が香炉を取り、それに祭壇の火を満たして地

上へ投げつけると、雷、さまざまな音、稲妻、地震が起こった。 

さて、七つのラッパを持っている七人の天使たちが、ラッパを吹く用意をした。第一の 

天使がラッパを吹いた。すると、血の混じった雹と火とが生じ、地上に投げ入れられた。

地上の三分の一が焼け、木々の三分の一が焼け、すべての青草も焼けてしまった。 

 

小羊キリストが、最後の、第七の封印を開いた。すると、天は半時間ほどの沈黙に包ま 

れた。半時間は「短い時間」を表わし、「沈黙」は、天地創造の第七日目、神が休息され

た沈黙を表している。終末時の沈黙を、神の休息の沈黙と重ね合わせる黙示思想を反映し

た記述である。ヨハネは、七人の天使が神の御前に立っているのを見た。天使たちには七

つのラッパが与えられた。ラッパは、裁きの開始の合図であるが、同時に、救いの到来を

知らせる合図でもある。ラッパが次々と吹かれる前に、もう一人の天使が現れ、手に金の

香炉を持って祭壇の傍に立った。すると、この天使に多くの香が渡された。香炉は、祭壇

から火を取り、香壇に置き、香を焚く器である。香は祈りを表し、「すべての聖なる者た

ちの祈りに添えて」玉座の前にある金の祭壇に献げられる。 

「香の煙は、天使の手から、聖なる者たちの祈りと共に神の御前へ立ち上った。」迫害

に苦しむ聖徒たちは、迫害する者たちへの神の裁きと、自分たちへの神の恵みと祝福を祈

った。その祈りは、香の煙と一緒になって、神の御前に立ち上っていた。聖徒たちの祈り

は天に届き、聞かれるのである。「それから、天使が香炉を取り、それに祭壇の火を満た

して地上へ投げつけると、雷、さまざまな音、稲妻、地震が起こった。」天使は神の意を

受けて、祈りの詰まった香炉に火を満たして、地上に投げつけ、終末時の神の裁きを下し

た。「稲妻、地震」は、神顕現の代表的な表象である。神は敵対する者に厳しい裁きを幻

によって示されるのである。 

「さて、七つのラッパを持っている七人の天使たちが、ラッパを吹く用意をした。第一

の天使がラッパを吹いた。すると、血の混じった雹と火とが生じ、地上に投げ入れられた。

地上の三分の一が焼け、木々の三分の一が焼け、すべての青草も焼けてしまった。」第一

の天使のラッパにより、血の混じった雹と火が生じ、地上に投げ入れられた。「雹」は、

出エジプト記 9 章 22 節～25 節に、「主はモーセに言われた。『あなたの手を天に向かっ

て差し伸べ、エジプト全土に、人にも家畜にも、野のあらゆる草の上にも雹を降らせるが

よい。』モーセが天に向かって杖を差し伸べると、主は雷と雹を下され、稲妻が大地に向

かって走った。主はエジプトの地に雹を降らせられた。雹が降り、その間を絶え間なく稲

妻が走った」の記述からの模倣であろう。雹と火によって、地上と木々の三分の一が焼け、

全ての青草も焼けてしまった。厳しい裁きを受けるが、災害は三分の一の範囲に納まって

いる。 


